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北海道東部“豊項一北見帯”の

　　新第三系有孔虫化石

（とくに津別一本別間の層序と有孔虫について）

石田正夫

　北海道北東部オホーツク海側の網走から太平洋側の豊

頃丘陵にかけての地域は，中生層を基盤として新第三系

の地層が顕著に発達している。橋本亘は地質構造および

堆積状況から北海道を幾つかの構造区に分けた際に，こ

の地域を一つの構造単元として“豊頃一北見帯”と称し

ている。

　豊頃一北見帯地域の新第三系については，従来から本

帯中央部にある陸別地域を界として，南部と北部で分布

する地層の堆積盆が異るものとされていた。すなわち，

南部地域では釧路炭田地域も含めて，新第三紀の地層は

中新世後期になつて初めて海進が行なわれたものとさ

れ，これに対して北部では中新世初期ないし中期に海進

が行なわれたと考えられていた．北見地域の図幅調査を

行なつた際に南部地域では中新世後期とされている川上

層群と北部地域の中新世初期ないし中期とされている津

別層群とが岩相的にも構造的にも良く似ており，同一層

準の可能性が強くなつた。これを解明するために両層群

相互の層序および有孔虫の研究を行なつた。層序にっい

てはすでに山口昇一によつて報告されているとおりであ

るが，有孔虫の研究からも違いは無く同一層準であるこ

とが明らかとなつた。

　津別地域で津別層群は達媚層と津別層とに2分される

が両層の間は整合であり網走地域の常呂層に連続する．

　達媚層は硬質頁岩を主体とし，津別層はシルト岩を主

要な構成員としている。達媚層および津別層の下部から

は，Cッ‘Z㈱而nα，および魚ρloφh7αg郷o歪4θ5群集があ

りすべて砂質有孔虫によつて占められている．津別層中

上部になつてB痂吻ηαや1軍ρo漉4θ5など石灰質のもの

が多くなり逆に砂質のものが少なくなつている。

　陸別以南の足寄一本別地域において，川上層群は下位

から本別沢層・仁生層および貴老路層とに3分されてい

る。

　本別沢層は板状硬質頁岩を，仁生層は塊状硬質頁岩お

よび凝灰質シルト岩を，貴老路層は泥岩をそれぞれ主体

とする地層である。
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　本別沢層からは達媚層と同様にqy‘1㈱吻nαおよび

H砂1砂加αg吻o歪4θ5を主体とする群集が認められる。た

だ本別一常室地域で本別沢層とされている地層の下部に

古第三系の縫別層にみいだされるような　μ60㌍〃on漉一

‘z〆α万αpαo為α7読CUSHMAN＆SCHENCKシP、ραoゐ47漉

吻π1孟∫Z初εα∫αCusHMAN＆SIMoNsoN　およびハ1b40－

5α吻などの石灰質有孔虫を産する．岩相的に縫別層と

似ている部分もあるが，この地域の本別層の下部は古第

三系に入れられるぺきであり再検討の必要がある。

　仁生層から有孔虫の産出はきわめて少ないが，含まれ

ているものはほとんどが砂質有孔虫で占められている．

　貴老路層は基底に礫岩があり，その上に泥岩が累積す

る．この礫岩中からCあ獅485およびEφoη24θ5など石

灰質のものが認められる。上位の泥岩部からはqy‘Zα一

彫雁郷およびH砂1砂h7αg郷・歪漉5群集が数多くみられ

石灰質有孔虫は比較的少ない。

　以上のように津別層群と川上層群とを比較した場合に

は，層位学的および古生物学的にみても堆積盆を異にす

る要素は認められず，同一層準のものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　（北海道支所）

石灰岩層の不連続性について

清原清人

　九州地方に分布する比較的大規模な石灰岩層は，北部

九州に断続的な分布をなす平尾石灰岩層とその延長部に

当るもの，熊本県の中央部を横断して天草上島に至る肥

後片麻岩帯中に挾有されるもの，および，大分県の津久

見方面から熊本県南部に続く秩父系中の石灰岩層が挙げ

られる。各地域の石灰岩層は，すぺて長楕円状の盆状構

造あるいは複盆状構造を形成していることがわかつた。

　津久見方面から熊本県南部に連なる秩父系中の大規模

石灰岩層について，熊本県の球磨川地域の文献をみる

に，2列をなして並走する巨大な石灰岩層が，延々と続

いているものとされている。

　演者の調査によると，2列をなして並走している両石

灰岩層は，両者とも走向方向への延長2～3kmで盆状

構造に移つて終結し，隣接の石灰岩体との間には，基盤

地層と推定されるチャートを主とする石灰岩でない地層

が，それぞれ，i数100m《’1kmにわたり実在してV・る．

すなわち，長楕円状の盆状構造をなす石灰岩層が，大き

い向斜の軸部に沿つて，点々と断続的に配列しているも

のであることが確認された。
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　塊状岩体をなす大規模な石灰岩層の多くが，地層の大

きい向斜のなかにあつて，画一的に盆状構造を形成し

て，連珠状に続いている。このような石灰岩層は，古生

界中のある狭長な地帯に限り，しかも盆地状に堆積をし

たものであろう。このような盆状構造の石灰岩層が古い

地向斜内に並んでいたのであるが，後期の造構造運動に

よつて，向斜の一部を占めたと推測される。

　すなわち，塊状岩体をなす大規模な石灰岩層の不連続

性は，元来，厚生的性格をもち，単なる断層や侵食のみ

によつてもたらされたものではない。　（九州出張所）
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